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司
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り
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そ
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
天
下
り
の
根
絶
、
そ
の
定
義
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
見
解
は
、
現
内
閣
の
見
解
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
人
事
に
つ
い
て
は
、
府
省
庁
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ず
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
天
下
り
」
及
び
「
渡

り
」
に
は
当
た
ら
な
い
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
出
身
母
体
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
所
管
省
庁
に
お
い
て
保
存

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
関
係
書
類
等
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
は
、
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
の
歴
代

の
副
会
長
の
氏
名
及
び
副
会
長
就
任
時
に
お
い
て
所
属
す
る
会
社
名（
国
家
公
務
員
で
あ
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
最
終
官
職
）

は
、
児
玉
正
之
（
あ
い
お
い
損
害
保
険
株
式
会
社
）
、
小
澤
渉
（
共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
）
、
石
坂
匡
身
（
環
境
事

務
次
官
）
、
植
村
裕
之
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
）
、
宮
島
洋
（
日
新
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
）
、
石
原
邦

夫
（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
）
、
松
澤
建
（
日
本
興
亜
損
害
保
険
株
式
会
社
）
、
青
山
雅
史
（
富
士
火
災
海
上

一



保
険
株
式
会
社
）
、
兵
頭
誠
（
日
本
興
亜
損
害
保
険
株
式
会
社
）
、
佐
藤
正
敏
（
株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
）
、
立
山

一
郎
（
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
）
、
福
田
進
（
国
税
庁
長
官
）
、
荒
川
勝
利
（
共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会

社
）
、
坂
篤
郎
（
内
閣
官
房
副
長
官
補
）
及
び
牧
野
治
郎
（
国
税
庁
長
官
）
で
あ
る
。

�
の
�
に
つ
い
て

公
務
員
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
現
内
閣
に
お
い
て
、
府
省
庁
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
直
ち
に
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
官
民

人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
も
、
組
織
の
改
廃
等
に
よ
り
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
一
切
行
わ
な
い

こ
と
と
し
、
天
下
り
の
あ
っ
せ
ん
の
根
絶
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
御
指
摘
の
「
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

退
職
し
た
公
務
員
が
、
府
省
庁
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ず
に
、
府
省
庁
と
利
害
関
係
の
あ
る
団
体
等
に
再
就
職
す
る
こ
と
は

「
天
下
り
」
に
は
該
当
し
な
い
が
、
退
職
し
た
公
務
員
が
、
同
一
府
省
庁
出
身
者
が
何
代
に
も
わ
た
っ
て
占
め
て
き
た
特
定

の
団
体
等
の
ポ
ス
ト
に
再
就
職
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
府
省
庁
の
当
該
団
体
等
に
対
す
る
行
政
上
の
権
限
、
契
約
、

補
助
金
等
の
関
係
及
び
当
該
再
就
職
の
経
緯
に
つ
い
て
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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